
 

平成 20 年 11 月５日 

各  位 

会 社 名   株 式 会 社 f o n f u n 
代表者名  代 表 取 締 役 社 長  三 浦 浩 之 

（コード番号 2323） 
問合せ先  執行役員経営管理部長 小松昌弘 

（TEL 03-5350-7800） 

 

特別損失の発生及び業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成 21 年３月期第２四半期におきまして、下記のとおり特別損失を計上いたし

ますのでお知らせするとともに、最近の業績の動向等を踏まえ，平成 20 年５月 13 日の決算

発表時に公表いたしました平成 21 年３月期第２四半期（平成 20 年４月 1 日～平成 20 年９

月 30 日）及び平成 21 年３月期通期（平成 20 年４月 1 日～平成 21 年３月 31 日）の業績予

想について、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の発生とその内容について 

（１） 連結 

   ①減損損失及びソフトウェア除却損等  161 百万円 

メディア・ポータル事業にて展開している無料メディアサイトでの広告収入が当初見込を下

回ること及び NV ソフト（株）の保有するソフトウェアに対して、現状の収益状況などを勘案

し、減損損失及びソフトウェア除却損を計上することといたしました。 

②貸倒引当金繰入            148 百万円 

    （株）グローバル・コミュニケーション・インクの保有する店舗の縮小に伴い店舗撤退整理

による投資評価の結果、現状の収益状況および純資産の状況などを勘案し、貸倒引当金繰入

を計上することといたしました。 

③固定資産除却損             39 百万円 

    （株）グローバル・コミュニケーション・インクの保有する店舗の一部閉鎖に伴い、固定資

産除却損を計上することといたしました。 

   ④関係会社株式評価損          19 百万円 

    （株）ウォーターワン・テレマーケティング及び（株）クロスリンクに対する投資評価の結

果、現状の収益状況および純資産の状況などを勘案し、関係会社株式評価損を計上すること

といたしました。 

    

    

ニッポン・ニュー・マーケット ― 「ヘラクレス」 



 

 

（２）個別 

  ①減損損失及びソフトウェア除却損   121 百万円 

メディア・ポータル事業にて展開している無料メディアサイトでの広告収入が当初見込を下

回ることに伴い、現状の収益状況などを勘案し、減損損失及びソフトウェア除却損を計上す

ることといたしました。 

 

②関係会社株式評価損          13 百万円 

   （株）ウォーターワン・テレマーケティングに対する投資評価の結果、現状の収益状況およ

び純資産の状況などを勘案し、関係会社株式評価損を計上することといたしました。 

 

 

 

２．平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9

月 30 日）                                   

 

売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期 

純利益 

 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 

百万円

1,400 

百万円

△110 

百万円

△110 

百万円 

△110 

円  銭

△5,202  71

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ )     1,368   △190   △187   △568 △26,909  09

増   減   額 (Ｂ－Ａ)      △32    △80   △77   △458 -

増    減    率（％） △2.3% - - - -

前期実績（平成 19 年３月期中間） 1,453 17 10 16 794  34

 

３．平成 21 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年３月 31 日）        

 
売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 

百万円

3,300 

百万円

80 

百万円

80 

百万円 

80 

円  銭

3,783   79

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ )   3,200    △60       △60   △440 △20,823  47

増   減   額 (Ｂ－Ａ)   △100      △140     △140 △520 -

増    減    率（％）  △3% - - - -

前期実績（平成 20 年３月期） 2,917 △145 △157 △536 △25,368 81

 

 



 

４．平成 21 年 3 月期第 2 四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 20 年 9

月 30 日） 

 

 

売 上 高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期 

純利益 

 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 

百万円

1,100 

百万円

△70 

百万円

△70 

百万円 

△70 

円  銭

△3,310  82

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ )      1,199    △96      △78      △213 △10,092  21

増   減   額 (Ｂ－Ａ) 99 △26 △8 △143 -

増    減    率（％） 9% - - - -

前期実績（平成 19 年３月期中間） 1,030 12 16 47 2,244  99

 

５．平成 21 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年 4 月 1 日～平成 21 年３月 31 日）        

 
売 上 高 営業利益 経常利益 

当期純利

益 

１株当たり 

当期純利益 

 

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 

百万円

2,700 

百万円

70 

百万円

70 

百万円 

70 

円  銭

3,310   82

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ )      2,700          10       20    △110 △5,205  87

増   減   額 (Ｂ－Ａ)           - △60 △50 △180 -

増    減    率（％） - - - - -

前期実績（平成 20 年３月期） 2,242 26 27 △468 △22,165 29

 

 

６．業績予想修正の理由 

（１）第 2 四半期累計期間連結業績  

売上高につきましては、連結子会社（株）グローバル・コミュニケーション・インクで展開し

ている携帯電話販売事業において、主として昨年より開始された割賦販売制度の導入の影響で携

帯電話端末の機種変更期間長期化による取扱高減少幅が当初見込を上回ったこと等により、前回

発表の業績予想を下回る見込みであります。 

営業利益、経常利益につきましては、個別業績の修正要因に加えて、連結子会社で展開してい

る携帯電話販売事業において、販売台数の不振による粗利益の減少が大きく、不採算店舗の閉鎖

などを開始しておりますが、販売管理費を抑制することができず、前回発表の業績予想を下回る

見通しとなりました。 

当期純利益につきましては、上記「１．特別損失の発生とその内容について」に記載の特別損

失 367 百万円を計上することにより、前回発表の業績予想を下回る見通しとなりました。 



 

（２）通期連結業績 

   通期業績予想につきましては、下期の携帯電話販売状況が依然厳しく推移することが予想され

ることから、売上高、営業利益、経常利益、当期純利益を修正いたします。 

 

（３）第 2 四半期累計期間個別業績 

売上高につきましては、モバイルサービス・コンテンツ事業における携帯ゲーム機向けソフト

の販売が当初見込を上回ることなどから、前回発表の業績予想（平成 20 年５月 13 日付）を上回

る見込みであります。 

営業利益、経常利益につきましては、メディア・ポータル事業での広告収入が当初見込を下回

ることにより、粗利益の減少が大きく影響し、前回発表の業績予想を下回る見通しとなりました。 

当期純利益につきましては、上記「１．特別損失の発生とその内容について」に記載の特別損

失 134 百万円を計上することにより、前回発表の業績予想を下回る見通しとなりました。 

 

（３）通期個別業績 

   通期業績予想につきましては、第 2 四半期累計期間の業績影響及び国内メディア・ポータル事

業の再編・縮小を考慮し、営業利益、経常利益、当期純利益を修正いたします。 

 

以 上  

 

 

※ 上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 


